
№ 1            上 志 津 原 た よ り             第３３４号 
               

平
成
十
八
年
度 

第
二
回 

定
例
班
長
会
議 

５
月
13
日
19
時
〜 

 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

  一
、
コ
ピ
ー
機
設
置
に
つ
い
て 

上
志
津
原
自
治
会
館
に 

 
 

コ
ピ
ー
機
設
置
に
つ
い
て 

話
し
合
い
ま
し
た
。 

※
討
議
の
結
果
＝
管
理
上
の
問
題
（
管
理
責
任
者
や
用
紙
の

管
理
な
ど
）
で
結
論
が
出
ず
、
今
年
度
の
設
置
に
つ
い
て

は
見
送
り
、
次
年
度
の
役
員
に
検
討
事
項
と
し
て
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
、
個
人
情
報
保
護
法
と 

上
志
津
原
町
会
住
民
調
査
書
に
つ
い
て 

町
会
長
宛
に
匿
名
の
住
民
調
査
書
の
返
却
の
申
出
が 

あ
り
、
こ
の
件
に
つ
き
討
議
し
ま
し
た
。 

※
討
議
の
結
果
＝
住
民
生
活
の
安
全（
災
害
等
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
）
を
考
慮
す
る
と
、
居
住
者
の
氏
名
・
家

族
構
成･

年
齢
等
に
限
定
し
た
情
報
を
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
為
住
民
調
査
書
は
従
来
ど
お
り
の

扱
い
に
す
る
事
と
し
、班
長
は
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

す
る
と
共
に
最
新
の
調
査
書
の
み
の
保
管
と
し
、古
い
物

は
破
棄
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

               三
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て 

５
月
21
日
開
催
予
定
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て
、
段
取
り

や
役
割
分
担
を
決
定
し
ま
し
た
。 

…
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
… 

 

四
、
幹
線
道
路
清
掃
に
つ
い
て 

 

当
日
の
段
取
り
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
し
ま
し
た
。（
袋
・

車
両
２
台
の
準
備
。
雨
天
の
場
合
各
班
長
へ
連
絡
等
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

     

平
成
十
八
年
度 

第
三
回
定
例
班
長
会
議 

６
月
３
日 

19
時
〜
（
出
席
者
24
名 

欠
席
な
し
） 

 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容  

 一
、
新
班
誕
生
と
、
班
名
・
班
長
の
承
認
に
つ
い
て 

５
月
14
日
、
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ
る
新
造
成
地
入
居

者
説
明
会
（
後
述
）
に
て
新
班
が
誕
生
し
、
そ
の
班
名
及
び

班
長
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
、当
会
議
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。 

①
東
地
区
…
班
名
『
光
が
丘
』 

班
長
…
遠
藤 

淳
一
さ
ん 

②
西
地
区
…
班
名
『
栗
林
二
班
』 

班
長
…
渡
邉 

健
太
郎
さ

ん 

※
討
議
の
結
果
＝
当
班
長
会
議
は
以
上
の
事
項
を
承
認
し
、更

に
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。 

①
現
在
の
『
栗
林
班
』
を
『
栗
林
一
班
』
に
変
更
す
る
事
。 

②
新
班
長
の
、
十
八
年
度
町
会
に
お
け
る
担
当
係
の
決
定
。 

・
渡
邉
さ
ん
は
「
広
報
係
」
に
て
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
担
当
。 

・
遠
藤
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
新
年
会
係
」。 

尚
、
本
案
件
に
関
連
し
今
後
町
会
へ
の
転
入
者
に
対
し
「
原

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
町
会
規

約
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
、
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て
・
・
・
盆
踊
り
実
行
委
員
よ
り 

 

①
設
営
日 

７
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り 

 

②
開
催
日 

７
月
28
（
金
）・
29
日
（
土
） 

 

③
撤
収
日 

７
月
30
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り 

以
上
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
日
の
進
行
・
役
割
分
担
・

来
年
度
班
長
へ
の
応
援
依
頼
な
ど
を
取
り
決
め
ま
し
た
。 

 

三
、
街
灯
係
の
活
動
報
告
・
・
・
太
田
副
町
会
長
よ
り 

 

来
年
度
よ
り
佐
倉
市
の
補
助
が
減
額
さ
れ
る
模
様
で
（
現
行 

80
％
が
50
％
補
助
に
）
こ
の
為
今
年
度
中
に
新
設
・
修
理 

を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

四
、
住
民
調
査
書
に
つ
い
て 

調
査
項
目
は
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
と

し
、
全
項
目
記
入
の
強
制
は
せ
ず
記
入
し
て
い
た
だ
け
る
範

囲
で
止
む
を
得
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

    

五
、
そ
の
他 

会
計
報
告
（
濱
道
会
計
係
よ
り
） 

①
赤
十
字
関
係
・
各
種
団
体
補
助
金
支
出
に
つ
い
て 

②
町
会
費
２
期
分
（
７
〜
９
月
分
）
集
金
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

  

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
説
明
会 

上
志
津
原
は
宅
地
造
成
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
、
セ
ン
チ
ュ
リ

ー 

ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
㈱
に
よ
る
栗
林
班
横
の
団
地
、
及
び
富

士
恒
産
㈱
に
よ
る
新
栄
台
班
横
の
団
地
、
共
に
完
成
に
近
付
き

続
々
と
入
居
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ
り
「
新
造
成
地

入
居
者
」
へ
の
説
明
会
が
５
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

以
下
そ
の
時
の
要
旨
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

☆ 

説
明
会
次
第 

(1)
入
居
者
全
員
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

(2)
中
山
委
員
長
が
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
へ
の
感
謝
を
述

べ
、
町
会
活
動
の
た
め
の
班
を
編
成
し
、「
班
名
と
班
長
を

選
出
し
て
下
さ
い
」
と
、
お
願
い
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

(3)
松
田
委
員
が
町
会
の
仕
組
み
や
運
営
、
経
費
に
つ
い
て
説

明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

(4)
萩
庭
委
員
が
原
ト
ピ
ア
の
利
用
方
法
、
町
会
関
係
団
体
、

子
供
会
、
双
葉
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ツ
イ
ン
ズ
）
等
を

紹
介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

                     

☆ 

グ
ル
ー
プ
討
議
の
結
果 

 (5)
東
地
区
は
中
山
委
員
長
が
会
議
を
進
行
し
て
い
た
だ
き
、

班
名
は
「
光
ケ
丘
班
」・
初
代
班
長
は
遠
藤
淳
一
様
に
決
定

し
ま
し
た
。 

(6)
西
地
区
は
藤
谷
委
員
が
会
議
を
進
行
し
て
い
た
だ
き
、
班

名
は
「
栗
林
２
班
」・
初
代
班
長
は
渡
邉
健
太
郎
様
に
決
定

し
ま
し
た
。 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
・
・
広
報
係 

◎ 主な内容 ◎ 
 

＊第2回定例班長会議・・・・・・・・Ｐ-1 

＊第3回定例班長会議・・・・・・・・・ 1 

 （新班誕生…班名・初代班長承認される） 

＊転入者に対する説明会の模様・・・・・ 1 

＊スポーツ大会盛大に・・・・・・・・Ｐ- 2 

＊幹線道路一斉草刈無事終了・・・・・Ｐ-3 

＊願を持ちましょう・・・・・・・・・・ 3 

＊双葉会より・・・・・・・・・・・・・ 3 

＊福祉の心「愛の箱」募金報告・・・・Ｐ-4 

＊皆様、宜しくお願いします ・・・・・・4 

＊もうすぐ 盆踊り大会 ・・・・・・・・4 

＊転入転出（新班転入者一覧） ・・・・・ 4 

＊子供会廃品回収収益報告・・・・・・・ 4 

＊編集後記・・・・・・・・・・・・・・ 4 

❀❀❀❀❀❀❀❀ 
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発 行 者・・・上 志 津 原 町 会 

発行責任者・・・上志津原町会広報係 

印 刷・・・花島印刷 043-461-5552 

 

団地ごとに島になって「グループ討議」をし、上志津原町

会において自分たちの班の名前や、初代の班長を決める話

し合いが行われました。 

尚
、
未
記
入
項
目
が
多
い
と
調
査
書
の
意
味
が
な
く
な

り
、
災
害
時
等
、
イ
ザ
と
言
う
時
に
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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スポーツ大会 
大盛況でした 

 
 平成１８年度のスポーツ大会は、５月２1 日

（日曜日）原グランドにおいて開催されました。 

当日は五月晴れで汗ばむ程の晴天に恵まれて、

老若男女６５名の参加者でした。 

 初めてプレーする方も数名おり、始めこそぎ

こちなく打数も多かったですが、コースを回っ

ているうちになれて上手になり楽しんでいる姿

が、あちこちで見かけられました。また家族で

チームを組んで回る方が、３チーム程あり最初

は、父親が教えていましたが、コースを回り終

えると、お子様の方がスコアが良くて、家族で

笑い合っている風景が何とも微笑ましくもあり

ました。 

 バーディー賞は、１４名もの方が獲得されま

したが、ホールインワン賞は、どなたも獲得さ

れませんでした。日頃プレーをしている双葉会

の活躍が特に目立ったグランドゴルフでした。 

御参加有り難うございました。  （実行委員） 

 

向こうの組 格好はいいわね 

カーン！ 

ナイスショット！ 

男女の優勝者 おめでとうございます 

本部前のチビちゃんに
合わせて 

イチ、ニッ、サン、シイ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
っ
て 

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
？ 

 

ひ
と
言
で
い
え
ば
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
し
た
競
技

で
す
。 

 
８
ホ
ー
ル
を
設
定
し
、
規
定
数
で

ホ
ー
ル
に
入
れ
れ
ば
パ
ー
に
な
り
、

ス
コ
ア
の
少
な
い
人
が
優
勝
で
す
。 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
れ
ば
、

総
ス
コ
ア
か
ら
マ
イ
ナ
ス
３
さ
れ

ま
す
。
簡
単
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
次
回
は
皆
様

も
是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？ 

狙い済まして・・・エイッ 

アッハッハ 可愛い！ 行くぞ～ セーノー 

んモー 

もう少しなのに 

お兄ちゃんガンバレ 

成
績
発
表 

◆ 

男
性
の
部 

１
位 

大
久
保
峯
夫
さ
ん 

２
位 

速
水 

孝
一
さ
ん 

３
位 

成
田 

 

武 

さ
ん 

４
位 

玉
城 

勝
宏
さ
ん 

４
位 

富
樫 

幸
徳
さ
ん 

４
位 

山
下 

三
好
さ
ん 

 

◎ 

女
性
の
部 

１
位 

朝
吹 

克
子
さ
ん 

２
位 

富
樫
美
津
枝
さ
ん 

２
位 

金
子 

初
枝
さ
ん 

４
位 

山
下 

 

好 

さ
ん 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

恒例になった町会のグランド

ゴルフ大会は、こうして無事

に終了しました。快晴にも恵

まれましたが、運営も素晴ら

しく大盛況の大会でした。 

役員の皆様ご苦労様でした。 

…広報係… 
最終ホールだ よし入った 

集計センター 

気になるわァ 

エッ！ハイヒール？ 
マッ良いか 
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☆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
週
２
回
（
火
・
木
）
広
い
グ
ラ
ン

ド
で
大
声
で
笑
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

す
。 

☆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
月
１
回
（
第
２
木
） 

軽
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
と
気
分
が
爽
快
に 

な
っ
て
と
て
も
楽
し
い
そ
う
で
す
。 

☆
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
み
会
、
月
一
回
（
第
２
土
） 

第
一
回
目
は
６
月
10
日
（
土
）
１
時
30
分
、
は

ら
ト
ピ
ア
で
17
名
も
参
加
さ
れ
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
が
出
来
ま
し
た
の

は
自
治
会
館
委
員
の
方
の
ご
協
力
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

双
葉
会
は
、
お
互
い 

に
無
理
せ
ず
、
だ
れ 

も
が
気
楽
な
気
持
ち 

で
参
加
で
き
る
会
で 

す
。 

町
会
の
皆
様
の
中
で 

入
会
さ
れ
る
方
を
、 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

願
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

 「願
」
と
「
欲
望
」
と
は
根
本
的
に
違
い

ま
す
。 

わ
ず
か
な
お
賽
銭
を
挙
げ
て
、 

そ
れ
も
年
一
回
の
詣
の
時
ぐ
ら
い
で
、 

「
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
。 

お
金
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
す
よ
う
に
ー
」

な
ん
て
ね
。 

こ
う
い
う
の
は
個
人
的
・
私
的
な
欲
望
で

す
。 

そ
れ
を
わ
た
し
は
否
定
し
ま
せ
ん
。 

わ
た
し
も
同
じ
で
す
か
ら
。 

し
か
し
、
そ
う
い
う
私
中
心
の
欲
望
と
は

ま
っ
た
く
別
に
、 

○

核
戦
争
な
ど 

 

絶
対
に
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
ー 

○

世
の
中
が
、 

 

ど
う
か
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ー 

○

山
や
海
や
河
、 

そ
し
て
土
、
水
、
空
気
、
自
然
が 

人
間
の
作
る
公
害
で
、 

こ
れ
以
上
汚
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
ー 

と
心
か
ら
念
じ
た
と
き
、 

そ
れ
を
「
願
」
と
い
い
ま
す
。 

ど
ん
な
小
さ
な
「
願
」
で
も 

心
ひ
そ
か
に
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
と
、 

顔
が
よ
く
な
り
、
眼
の
色
が 

深
く
済
ん
で
き
ま
す
。 

ひ
と
り
ひ
と
り
自
分
に
合
っ
た 

「
願
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

そ
し
て
「
一
隅
を
照
ら
す
」
人
間
に 

な
り
た
い
も
の
で
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

相
田 

み
つ
を 

双
葉
会
よ
り 

 
 
 
 

        

双
葉
会
会
長 

田
上 

正
敏 

 

平
成
十
八
年
度
が
始
ま
り
３
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
双
葉
会
一
同
力
を
合
わ
せ
て
、

地
域
の
老
人
福
祉
向
上
の
た
め
と
生
き
甲
斐
の
あ

る
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
い
楽
し
い
日
々
を
送
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
す
。 

現
在
市
内
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
頭
痛
の
種
は
、

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
と
言
う
事
で
す
。
双
葉
会

も
同
じ
で
す
。
町
会
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
会
に
入
っ
て
地
域
の
老
人
福
祉
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

現
在
の
双
葉
会
の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

                 

月
初
め
、
公
園
清
掃
、
月
末
に
は
月
例
会
、
月

例
会
の
内
容
は
、
誕
生
会
、
１
ヶ
月
の
連
絡
事
項

の
知
ら
せ
、
一
班
〜
六
班
の
各
班
長
が
会
員
の
現

況
報
告
最
後
は
喉
を
う
る
お
し
、
軽
食
を
食
べ
な

が
ら
楽
し
い
歓
談
の
ひ
と
と
き
で
す
。
又
春
、
秋

に
は
１
泊
旅
行
が
あ
り
、
日
帰
り
旅
行
は
年
２
回
、

第
二
支
会
で
参
加
で
き
ま
す
。 

 

幹
線
道
路
一
斉
草
刈 

無
事
終
了
し
ま
し
た 

 
 

６
月
４
日
の
日
曜
日
、
幹
線
道
路
の
草

刈
・
土
砂
の
撤
去
・
ゴ
ミ
収
集
が
一
斉
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
お
天
気
は
、

青
空
こ
そ
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
絶
好
の

草
刈
日
和
？
に
恵
ま
れ
、
作
業
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。 

 

町
民
の
皆
様
、
お
陰
さ
ま
で
見
違
え
る

ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

環境衛生係 より      横川 俊夫 
今回の「草刈り」と「自治会館のワックスがけ」皆様御苦労様でした。

私にとって初めての仕事で大変でしたが、斉藤さんと共にやらせていた

だきました。 

ただ、今回のゴミ回収でひとつお願いがあります。 

溝のドブ水と土について誠に臭く大変でした。この次から前もってすく

い脇に置き、水を切って袋に詰めて欲しいです。また、山下さん方より

苦情がありました。刈った草を畑の中に入れられて二重の手間との事。

前年の時も苦情を申し上げましたとの事です。 

私にとって初めての仕事でしたが、楽しくやらせていただきました。 

それから参加してくださった小中学生の皆様、ご協力ありがとうござ

いました。 

東地区 南地区 

西地区 

運び込まれる 
ゴミ・草・土砂 

ふれあいどおりの草むしり 

「皆さん ハイポーズ！」 

児童公園の清掃 

ゲートボールに興じる 

双葉会の皆さん（原グランド） 
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皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗
林
二
班 

渡
邊 

美
香 

 

上
志
津
原
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、今
年
の
３
月
で
す
。

大
安
の
日
を
選
ん
で
第
１
回
目
の
引
越
し
を
し
ま
し
た
。
毎

週
土
日
に
少
し
ず
つ
荷
物
を
運
び
、
１
ヶ
月
も
あ
れ
ば
終
わ

る
だ
ろ
う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
住
み
始
め
て
早
３

ヶ
月
未
だ
終
わ
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

終
わ
ら
な
い
原
因
は
私
と
子
供
に
あ
り
ま
し
た
。
荷
造
り

を
し
よ
う
と
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
組

み
立
て
る
と
、た

ち
ま
ち
子
供
達

の
お
も
ち
ゃ
に

早
変
わ
り
。ダ
ン

ボ
ー
ル
の
中
に

入
っ
て「
お
風
呂

だ
よ
。み
ん
な
入

っ
て
。」「
夜
に
な

っ
た
か
ら
寝
ま

し
ょ
う
ね
。」と
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
入
れ
て
お
ま
ま
ご
と
を
す
る
娘
。や

っ
と
の
思
い
で
荷
物
を
ま
と
め
終
え
、封
を
し
よ
う

と
テ
ー
プ
を
探
し
て
い
る
隙
に
、宝
探
し
を
す
る
か

の
ご
と
く
中
身
を
ポ
イ
ポ
イ
引
っ
張
り
出
し
て
い

る
息
子
。
そ
ん
な
２
人
の
姿
を
見
て
、「
ま
た
明
日

に
し
よ
う
」
と
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
の
で
、
全
く

先
に
進
み
ま
せ
ん
。
こ
の
分
だ
と
、
次
の
引
越
し
は

夏
休
み
に
な
り
そ
う
で
す
。 

庭
の
手
入
れ
や
玄
関
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、上
志
津
原
の
ま
ち
に
も
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り

住
み
な
じ
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。緑
が
多
く
、

鳥
の
さ
え
ず
り
や
虫
の
音
を
楽
し
め
る
環
境
は
、近

年
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
身
近
な
自
然

を
守
り
な
が
ら
、上
志
津
原
で
の
生
活
を
家
族
で
楽

し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 
 

（
完
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盆
踊
り
大
会 

 

本
年
も
町
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
盆
踊
り
大
会
が
近
付
い
て

き
ま
し
た
。
踊
り
の
練
習
日
等
、
大

会
に
向
け
て
日
程
等
の
お
さ
ら
い

を
し
て
お
き
ま
す
。 

 ⑴ 

踊
り
の
練
習
日 

 

７
月
13
日
と
20
日
（
共
に
木
曜 

 

日
）
夕
方
６
時
半
か
ら
「
は
ら
ト 

ピ
ア
」
で
練
習
し
ま
す
。 

（
踊
り
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
い 

 

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
） 

⑵ 

盆
踊
り
大
会
日
時 

 

７
月
28
日(

金)

と
７
月
29
日(

土) 

…
児
童
公
園
に
て
… 

午
後
７
時
か
ら
、
上
志
津
中
「
パ
ー
プ
ル
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
の

「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」
や
和
太
鼓
の
「
曲
打
ち
」
を
皮
切
り

に
盆
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
途
中
豪
華
な
賞
品
の
抽
選
会
も

あ
り
終
了
は
午
後
９
時
半
の
予
定
で
す
。 

※
本
年
も
「
木
目
込
人
形
」
と
「
絵
て
が
み
」
の
展
示
会
が
「
は

ら
ト
ピ
ア
」
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
木
目
込
人
形
は
、
全
国

展
示
会
で
の
入
賞
作
品
２
点
も
展
示
さ
れ
ま
す
） 

※
更
に
本
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
が
「
こ
の
町
を
紹
介
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
期
間
中
お
見
せ
致
し
ま
す
。 

転
入
・転
出
等 

報
告 

 

町
内
転
居 

鴫
原 

英
俊
さ
ん 

九
組
か
ら 

光
ヶ
丘
へ 

 
 

２
月 

小
池  

明
美
さ
ん 

三
・
四
組
か
ら
南
原
二
班
へ 

４
月 

 転 

出
（
さ
よ
う
な
ら
お
元
気
で
） 

東
地
区   

九    

組 
 

田
中  

剛 

さ
ん    

２
月 

〃 
 
 

玉
木
二
班 

  

鹿
野  

宗
治
さ
ん 

  

５
月 

 
 
 転 

入
（
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
） 

 

西
地
区 

 

一    

組 
 

山
口  

秀
樹
さ
ん 

  

４
月 

 

東
地
区   

玉
木
二
班 

 

加
藤  

俊
策
さ
ん 

  

４
月 

〃 
   

九 
 

組 
 

永
田 

康
夫
さ
ん 

  

２
月 

 
 

〃 
 
  
 

〃 
     

中
橋 

 

弘 

さ
ん    

６
月 

 
 

〃 
 
 

光 

ヶ 

丘  
 

遠
藤 

淳
一
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
  
 

〃 
 
 
 

山
本 

 

豊 

さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
   

〃 
 
 
 

玉
城 

 

肇 

さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

坂
本 

義
久
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
  
 
 

〃 
 
 
 

鎌
滝
日
出
夫
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

山
本 

茂
美
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
  
 

〃 
 
 
 

武
田 

正
勝
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
  
 

〃 
 
 
 

加
納 

淑
匡
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

原
野
レ
ナ
ト
さ
ん 

 

６
月 

西
地
区   

栗
林
二
班 

 

石
川 

健
一
さ
ん  

 

６
月 

 

〃 
 
  
 

〃 
 
 
 

伊
藤 

裕
志
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
  
 

〃 
     

松
岡 

照
顕
さ
ん 

  

６
月 

 
 

〃 
 
   

〃 
 
 
 

上
松 

伸
行
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
  
  

〃 
 
 
 

宇
野 

正
剛
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

横
山 

正
樹
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

高
橋 

弘
和
さ
ん 

  

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

金
子 

尚
光
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

渡
邉
健
太
郎
さ
ん 

  

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

佐
藤 

 

一 

さ
ん  

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃       

小
田
嶋 

庸 

さ
ん 

  

６
月 

    
〃 

 
 
  

〃       

逸
見 

昭
彦
さ
ん 

  

６
月 

    
〃 

 
 
  

〃 
 
 
 

三
芝 

雄
介
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

太
田 

和
樹
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
   

佐
藤 

照
行
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

大
倉 

智
久
さ
ん 

 

６
月 

 
 

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

林 
 

宏
貴
さ
ん 

 

６
月 

    

〃 
 
 
  

〃 
 
 
 

安
田 

晃
一
さ
ん 

 

６
月 

こ
れ
か
ら
の
永
い
お
付
き
合
い
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
上
志
津
原
町
会 

 

子
供
会 

廃
品
回
収 

収
益
金
報
告 

平
成
17
年  

12
月 

１
１
，
２
６
０
円 

平
成
18
年  

１
月 

１
０
，
１
４
０
円 

２
月 

１
２
，
４
４
５
円 

３
月 

 

７
，
３
１
５
円 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

訂
正
と
お
詫
び 

前
号
の
333
号
に
掲
載
さ
れ
た
方
の
お
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
。「
萩
原
一
彦
」
さ
ん
で
は
な
く
、
正
し
く
は
「
萩
庭
一

彦
」
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

編 

集 

後 

記 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
昭
和
39
年
、
こ
の
町
の
世
帯
数
は

47
戸
で
し
た
。
折
し
も
高
度
経
済
成
長
期
、
こ
の
頃
か
ら
宅

地
造
成
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
、
入
植
以
来
18
年
間
殆
ど
増
え

な
か
っ
た
世
帯
数
が
、
そ
の
後
の
７
〜
８
年
間
で
６
倍
、
一

気
に
300
戸
を
超
え
た
の
で
す
。（
原
・
南
原
・
商
店
街
・
新

栄
台
・
八
紘
苑
・
玉
木
は
そ
の
頃
造
成
さ
れ
た
団
地
で
す
） 

「
上
志
津
原
た
よ
り
」
は
昭
和
48
年
５
月
に
創
刊
さ
れ
ま

し
た
。時
の
町
会
長
だ
っ
た
山
下
三
好
さ
ん
の
挨
拶
文
に「
上

志
津
原
は
ま
と
ま
っ
て
い
て
良
い
な
あ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
近
頃
は
知
ら
ぬ
同
士
が
沢
山
に
な
り
分
か
り
に
く
い
事

が
多
々
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
町
会

広
報
紙
は
「
新
・
旧
の
住
民
が
理
解
し
合
い
、
融
合
し
て
い

く
為
に
」
創
刊
さ
れ
た
様
で
す
。 

当
時
の
「
原
た
よ
り
」
の
発
行
は
、
開
拓
者
の
長
谷
川
定

房
さ
ん
が
主
宰
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

は
殆
ど
が
新
住
民
だ
っ
た
様
で
、
こ
の
事
か
ら
も
新
旧
住
民

の
融
合
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
「
第
二
次
宅
地
造
成
ラ
ッ
シ
ュ
」
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
上
段
の
様
に
こ
れ
か
ら
も
続
々
と
入
居
し
て
来
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
33
年
前
の
新
住
民
も
今
や
立
派
な
旧
住
民
、

33
年
前
と
同
じ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
又
始
ま
り
ま
す
。 

先
人
達
が
育
ん
だ
こ
の
町
の
風
土
、
新
旧
住
民
一
体
と
な

っ
て
よ
り
快
適
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
為
に
こ
の
「
上
志
津
原
た
よ
り
」
が
再
び
お
役
に

立
て
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

・
・
・
広
報
担
当 

福
祉
の
心
「愛
の
箱
」募
金
報
告 

 
原
ト
ピ
ア
備
え
付
け
の
福
祉
の
心
「
愛
の
箱
」（
志
津
南
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
）
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
頂
い
た
賞
状
で
す
） 

も
う
す
ぐ 


